
 

〈講座番号・講座名〉 B-４ 「生徒指導①」 

〈受講対象〉 生徒指導担当者（各校１名） 

〈日   時〉 ６月２３日（金）１５：００～１７：００ 

〈場   所〉 伊賀市教育研究センター 大会議室 

〈内  容〉 「『生徒指導提要』の改訂をふまえたこれからの生徒指導の方向性」 

〈講  師〉 関西外国語大学 教授 新井 肇先生 

〈備  考〉 ・受付時間 １４：４５～１５：００ 

       ・本講座は、第２回伊賀市生徒指導総合連携会議と兼ねています。 

※本講座の募集事務は、伊賀市教育研究センターにより行います。受講を希望される方は、別紙の「受講申込書」

に必要事項をご記入のうえ、伊賀市教育研究センターまで電子媒体（メール）で申し込んでください。締め切り

は、６月１６日（金）です。（E-mail： iga-ken@iga.ed.jp） 

 

 

  

 

 

 

 

〒518-0814  三重県伊賀市上友生 785 番地 

TEL&FAX：0595 (21) 8839      E-Mail：iga-ken@iga.ed.jp 

５月１２日（金）に、研修講座「特別支援教育【４回連続講座】①」を実施しました。４回連続講座の第

１回については、友生小学校の栗原先生と上野西小学校の茶本先生からコーディネーターとしての取組の

実践発表がありました。 

栗原先生からは、特別支援学級在籍児童と通常学級で支援や配慮を必要としている児童への適切な支援

および支援体制づくりについて発表いただきました。話の中で特に『連携』と『学校全体での取組』が印象

に残りました。『連携』は、関係職員・保護者・関係機関と児童の実態について日頃から情報を共有し、支

援方法について話し合うこと、『学校全体での取組』は、児童の様子について交流するだけでなく、個々の

支援方法について検討したり、どの児童も参加できる環境づくりを考えたりすることが大切であると改め

て感じました。 

 茶本先生からは、アンケートによる児童の実態把握、校内委員会の運営や取組などについて発表いただき

ました。校内委員会については、学級での指導、校内体制についてなど具体的に取組内容を確認して、実行、

検証するＰＤＣＡサイクルを継続して行っていくことが大切であることを学びました。 

 その後、二人の実践発表を受けて、グループで交流を行いました。交流では校内の支援体制づくりにおい

て今後取り組みたいことや困っていることについて意見交換が行われ、今後の各校の取組につながる話し

合いとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研修講座 B-５「生徒指導①」 

   研修講座 B-１ 特別支援教育【4 回連続講座】①を実施しました！ 
 

アンケートより【一部抜粋】 

・コーディネーターとして、校内の児童の実態を掴んでいくための情報収集を積極的に行うことが大切であると改め

て感じました。そのためにも、日頃から児童及び先生方とのコミュニケーションをより大切にしていきたいです。（小） 

・改めてコーディネーターとしてやるべきことを再確認できました。今年も 1 年やるべきこと、できることを考えて進

めていきたいと思います。（中） 
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